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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
入
明
略
記
』
の
翻
刻
・
解
説
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。
妙
智
院
第
三
世
の
策
彦
周
良
は
、
天
文
年
間
に
二
度
の
入
明
を
遂
げ
た
が
、

そ
の
関
連
史
料
の
多
く
は
、
現
在
「
策
彦
和
尚
入
明
記
録
並
送
行
書
画
類
」
三
一
種

と
同
一
四
種
と
い
う
二
つ
の
ま
と
ま
り
を
中
心
に
妙
智
院
に
伝
存
す
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
『
入
明
略
記
』
は
一
四
種
に
含
ま
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、『
入
明
略
記
』
は
、
江
戸
時
代
に
は
『
策
彦
入
唐
記
』
と
し

て
知
ら
れ
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
『
続
史
籍
集
覧
』
一
に
、
ま
た
『
大
日
本
仏
教

全
書
遊
方
伝
叢
書
』
四
の
「
入
明
諸
要
例
」
と
題
す
る
項
の
う
ち
に
、
翻
刻
が
収
め

ら
れ
て
流
通
し
た
。
牧
田
諦
亮
氏
も
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
上
に
翻
刻
を
収
め
て

い
る
。

　

本
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
が
「
策
彦
入
明
報
告
な
り
、

記
す
る
所
、
初
渡
集
、
再
渡
集
と
異
る
所
多
し
」
と
注
記
し
、
小
葉
田
淳
氏
も
『
初

渡
集
』『
再
渡
集
』を
補
足
し
う
る
も
の
で
、単
な
る
抄
録
で
は
な
い
と
す
る
。一
方
、

栢
原
昌
三
氏
は
別
人
の
手
に
な
る
抄
録
で
あ
る
と
し
、
牧
田
諦
亮
氏
も
『
大
日
本
仏

教
全
書
』
の
注
記
を
誤
り
と
し
て
「
策
彦
が
晩
年
初
渡
・
再
渡
の
入
明
の
経
過
概
要

を
摘
記
し
た
も
の
」
と
言
う
。
本
稿
で
は
右
の
相
反
す
る
見
解
に
留
意
し
、
策
彦
自

筆
の
入
明
日
次
記
で
あ
る『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』と
の
比
較
を
中
心
と
し
つ
つ
、『
入

明
略
記
』
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
翻
刻
は
末
尾
に
掲
げ
た
。

一
、
概
要

　
『
入
明
略
記
』
は
現
状
、
太
巻
芯
の
巻
子
装
で
題
簽
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
近
年

の
修
復
に
よ
る
も
の
で
、
旧
装
に
は
「
入
明
略
記
」
と
墨
書
し
た
題
簽
と
朱
印
（
印

文
「
妙
智
禅
院
」）
が
捺
さ
れ
た
紙
が
付
さ
れ
て
い
た
。

　

本
紙
は
、
端
裏
に
「
策
彦
和
尚
真
蹟
、
一
番
渡
唐
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
、

「
策
彦
和
尚
真
蹟
、
二
番
渡
唐
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
二
種
に
分
か
れ
る
。
前

者
は
三
紙
、
後
者
は
四
紙
か
ら
な
る
。
前
者
の
紙
継
目
に
は
、
裏
花
押
が
見
ら
れ
る

が
、
後
者
に
は
な
い
。
料
紙
の
法
量
は
、
前
者
が
縦
二
七
・
七
㎝
、
横
は
そ
れ
ぞ
れ

四
二
・
五
／
四
二
・
四
／
三
五
・
七
㎝
、
後
者
が
縦
二
七
・
三
㎝
、
横
は
そ
れ
ぞ
れ

四
二
・
一
／
四
一
・
一
／
四
二
・
〇
／
四
一
・
〇
㎝
で
あ
る
。

　

策
彦
周
良
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
五
島
を
発
し
た
船
（
天
文
八
年
度
船
）

で
副
使
と
し
て
入
明
し
（
初
渡
）、
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
に
五
島
を
発
し
た

船
（
天
文
一
六
年
度
船
）
で
正
使
と
し
て
入
明
し
た
（
再
渡
）。
前
者
に
か
か
る
記

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

史
料
紹
介天

龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
入
明
略
記
』
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録
が
「
一
番
渡
唐
」、
後
者
に
か
か
る
記
録
が
「
二
番
渡
唐
」
と
呼
ば
れ
て
別
個
に

存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
、い
つ
の
頃
か
二
点
を
あ
わ
せ
て
巻
子
と
さ
れ
、「
入
明
略
記
」

と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
巻
子
に
さ
れ
た
時
期
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
以

降
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。
本
史
料
が
策
彦
自
筆
に
な
る
と
す
る
端

裏
書
は
、
巻
子
に
さ
れ
る
以
前
に
書
か
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
頃
か
は
判
然

と
し
な
い
。二

、
流
通

　

管
見
の
限
り
、『
入
明
略
記
』
の
近
代
以
前
の
写
本
と
し
て
は
次
の
四
種
が
確
認

さ
れ
る
。

　
　

Ａ
『
策
彦
入
唐
雑
録
』
所
収
「
初
渡
日
記
」「
再
渡
日
記
」

　
　

Ｂ
池
底
叢
書
第
六
六
所
収
「
天
龍
寺
策
彦
入
唐
記
」

　
　

Ｃ
甲
子
夜
話
続
編
三
〇
所
収
「
策
彦
入
唐
記
」

　
　

Ｄ
明
遠
館
叢
書
第
二
九
「
策
彦
入
明
記
」

ほ
か
に
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
写
本
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
前
身
で
あ

る
修
史
局
が
明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）八
月
に
影
写
を
完
了
し
た
も
の
が
あ
る（
三

〇
七
一
・
六
二
―
一
九
―
二
『
妙
智
院
文
書
坤
』
の
う
ち
）。
も
う
ひ
と
つ
、
横
井

時
冬
蔵
本
を
底
本
に
し
た
翻
刻
が
、『
策
彦
入
唐
記
』
と
名
付
け
ら
れ
て
『
続
史
籍

集
覧
』
一
（
一
九
三
〇
年
刊
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
横
井
時
冬
蔵
本
の
所
在
は

現
在
不
明
で
、
何
か
ら
写
さ
れ
た
写
本
か
は
知
り
得
な
い
。

　

Ａ
が
収
録
さ
れ
る
『
策
彦
入
唐
雑
録
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
三
五
丁
か
ら

な
る
冊
子
本
で
、『
入
明
略
記
』
の
ほ
か
に
も
策
彦
の
入
明
に
関
わ
る
史
料
が
、
表

題
を
つ
け
ら
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
表
１
）。
四
丁
裏
、「
寧
波
府
諭
日
本
使
臣
周

良
」
項
の
末
尾
に
「
君
美
補
入
」
の
文
字
が
、
ま
た
五
丁
表
の
右
下
に
「
天
爵
堂
図

書
記
」、
三
五
丁
表
の
末
尾
に
「
君
美
」
の
印
が
見
ら
れ
、
君
美
こ
と
新
井
白
石
の

旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
表
中
番
号
①
⑩
⑬
⑭
の
史
料
を
除
い
て
は
い
ず

れ
も
妙
智
院
現
蔵
で
あ
る
。
①
は
昆
陽
漫
録
に
も
所
収
さ
れ
る
寧
波
府
発
給
文
書
。

一
八
世
紀
半
ば
に
は
信
州
松
本
の
町
役
人
倉
科
七
郎
左
衛
門
が
所
持
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
⑩
は
妙
智
院
第
六
世
の
蘭
室
玄
森
の
手
に
な
る
策
彦
の
伝
記
。

原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
⑬
⑭
は
そ
れ
ぞ
れ
初
渡
時
・
再
渡
時
の
諸
役
者
や
船

数
を
書
上
げ
た
も
の
だ
が
、
副
使
の
名
の
注
記
と
し
て
居
座
の
号
を
記
す
な
ど
の
誤

り
が
見
ら
れ
、
策
彦
周
良
と
同
時
代
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。　
『
入
明
略
記
』
の

「
一
番
渡
唐
」
に
あ
た
る
部
分
は
、「
初
渡
日
記
」
と
名
付
け
ら
れ
、
冒
頭
の
史
料

名
の
下
に
、「
師
歳
三
十
九
」
と
注
記
が
あ
る
。「
二
番
渡
唐
」
に
あ
た
る
部
分
は
、

「
再
渡
日
記
」
と
名
付
け
ら
れ
、
同
様
に
史
料
名
の
下
に
「
師
歳
四
十
七
、
天
文
十

六
年
」
の
注
記
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
『
入
明
略
記
』
に
は
見
え
な
い
注
記
で
あ
る
。

新
井
白
石
に
よ
り
補
入
さ
れ
た
と
明
記
さ
れ
る
①
を
除
く
部
分
が
、
ど
の
よ
う
な
経

（
６
）

（
７
）

（
８
）

表１

『策彦入唐雑録』中の表題 妙智院所蔵史料との対応
① （寧波府諭日本使臣周良） ―
② 贈亀嶺策彦禅師赴大明国詩 「送別誌」の写

③ 策彦禅師像讃 「策彦周良画像（柯雨窓賛）」
の賛の写

④ 前臨川策彦西堂和尚寿像賛 「策彦周良画像（徳雲山人
賛）」の賛の写

⑤ 謙齋記 「謙齋記」の写
⑥ 贈専使謙齋老師帰日域図序 「策彦帰朝図」の賛の写
⑦ 贈日本使釈周良・等越還国 「贈策彦周良勅書」

⑧ 贈謙齋禅師衣錦栄帰序 「衣錦栄帰序並詩」の序の
部分の写

⑨ 贈謙齋禅師衣錦栄帰賦 「衣錦栄帰序並詩」の詩の
部分の写

⑩ 前住円覚策彦良禅師行実 ―
⑪ 初渡日記 「入明略記」の写
⑫ 再渡日記 「入明略記」の写
⑬ 初渡 ―
⑭ 再渡 ―
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緯
で
作
成
・
伝
来
し
た
の
か
は
、
現
状
明
ら
か
で
な
い
が
、「
師
」
と
い
う
表
現
や
、

①
に
「
君
美
補
入
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
補
入
以
前

の
も
の
は
新
井
白
石
以
外
の
人
物
の
編
纂
に
な
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
①
を
含
む
全
体
の
成
立
は
、
新
井
白
石
の
没
年
か

ら
、
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
以
前
と
確
定
さ
れ
る
。

　

Ｂ
は
、
池
底
叢
書
第
六
六
に
、「
太
子
未
来
記
伝
記
」「
専
修
寺
古
文
書
」
ほ
か
二

点
と
と
も
に
収
録
さ
れ
る
。
池
底
叢
書
は
幕
臣
の
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
―
一
八
四

一
）
の
旧
蔵
で
、
現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
所
蔵
で
あ
る
。
屋
代
弘
賢
は
、
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）
幕
府
の
命
で
行
な
わ
れ
た
柴
野
栗
山
の
山
城
・
大
和
で
の
寺
社
宝

物
調
査
に
同
行
し
、
妙
智
院
も
訪
れ
た
。
そ
の
紀
行
文
「
道
の
幸
」
寛
政
四
年
一
二

月
一
二
日
条
に
は
「
塔
頭
妙
智
院
に
行
て
策
彦
入
唐
日
記
を
う
つ
す
、
天
文
八
年
、

明
の
嘉
靖
十
八
年
に
あ
た
る
、
天
文
十
八
年
、
嘉
靖
廿
八
年
に
あ
た
る
、
両
度
の
記

な
り
」
と
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
Ｂ
は
、
こ
の
時
に
写
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ

の
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
池
底
叢
書
第
六
六
の
表
紙
に
は
、
他
史
料
と
と
も
に
「
天
龍
寺
策
彦
入
唐
記
」

の
名
が
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
冊
子
中
の
表
題
に
は
「
天
龍
寺
塔
頭
妙
智
院
宝
物

　

策
彦
入
唐
記
二
通
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
二
通
」
と
い
う
表
現
か
ら
し
て
、
寛

政
四
年
時
点
で
は
ま
だ
現
状
の
よ
う
に
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

Ｃ
が
収
録
さ
れ
る
『
甲
子
夜
話
』
は
、
松
浦
静
山
に
よ
り
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

か
ら
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
叢
書
で
あ
る
。『
策
彦
入

唐
記
』
を
松
浦
静
山
が
目
に
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　

�

是
も
亦
同
じ
く
所
示
。
天
龍
寺
某
院
蔵
『
策
彦
入
唐
記
』
と
題
せ
り
。
消
息
に

曰
、
此
冊
は
寛
政
中
、
栗
山
御
用
に
て
上
京
せ
し
と
き
写
取
り
台
覧
に
供
せ
し

も
の
、
い
ま
奥
御
書
物
中
に
有
る
を
再
写
せ
し
所
と
ぞ
。
珍
し
き
も
の
な
る
が
、

原
書
の
真
跡
は
彼
院
に
深
秘
し
て
人
間
見
る
こ
と
能
は
ず
と
云
。

「
同
じ
く
所
示
」
の
主
語
は
林
檉
宇
（
林
皝
）
で
あ
る
。
寛
政
年
間
に
柴
野
栗
山
が

妙
智
院
で
書
写
し
、
徳
川
家
斉
に
見
せ
た
後
、
御
書
物
蔵
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、
檉
宇
が
書
写
し
、
松
浦
静
山
に
提
供
し
た
こ
と
に
な
る
。
寛
政
四
年
の
柴
野
栗

山
の
調
査
成
果
の
一
つ
で
あ
る
『
策
彦
入
唐
記
』
が
、
あ
る
い
は
調
査
に
携
わ
っ
た

者
の
手
で
自
家
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
幕
府
の
御
書
物
蔵
に
保
管
さ
れ
、

写
を
重
ね
て
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。檉
宇
は
林
述
斎（
一

七
六
八
～
一
八
四
一
）
の
子
、
大
学
頭
を
務
め
た
人
物
で
、
松
浦
静
山
は
た
び
た
び

彼
か
ら
史
料
の
提
供
を
受
け
て
い
た
。
の
ち
に
『
策
彦
入
唐
記
』
よ
り
も
古
い
入
唐

記
と
し
て
『
笑
雲
入
明
記
』
の
提
供
も
受
け
、『
甲
子
夜
話
』
に
収
め
て
い
る
。

　

Ｄ
は
、
現
在
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
明
遠
館
叢
書
の
一
で
あ
る
。「
明
遠
館

叢
書
策
彦
入
明
記
二
十
九
」
と
し
て
、
他
史
料
と
の
合
叙
な
く
、
単
体
の
冊
子
と
し
て

伝
来
す
る
。
一
丁
表
に
「
東
京
図
書
館
蔵
」「
益
堂
蔵
書
」「
松
田
本
生
」
印
が
捺
さ

れ
る
。「
益
堂
蔵
書
」は
明
遠
館
叢
書
の
編
者
堀
田
益
堂（
正
修
、一
八
一
六
～
四
九
）

の
蔵
書
印
。
益
堂
は
下
野
佐
野
藩
藩
主
正
衡
の
嫡
男
で
あ
っ
た
が
家
督
を
継
ぐ
前
に

早
世
し
た
。
松
田
本
生
（
一
八
一
四
～
八
三
）
は
鳥
取
出
身
の
東
京
府
士
族
で
、
宮

内
省
御
用
掛
を
務
め
た
人
物
と
い
う
。

　

管
見
に
入
っ
た
『
入
明
略
記
』
の
写
本
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ

策
彦
周
良
の
入
明
日
次
記
で
あ
る『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』に
比
べ
る
と
格
段
に
多
い
。

『
初
渡
集
』
は
全
四
冊
の
う
ち
、
寧
波
か
ら
北
京
へ
の
往
復
の
旅
の
記
録
で
あ
る
下

巻
に
つ
い
て
の
み
二
種
の
写
本
が
知
ら
れ
、『
再
渡
集
』
は
全
二
冊
の
う
ち
、
下
巻

の
写
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
近
代
の
写
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

江
戸
期
に
は
『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』
よ
り
は
む
し
ろ
、
本
史
料
の
ほ
う
が
、
策
彦

周
良
の
入
明
記
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
甲
子
夜
話
』
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
宝
徳
度
遣
明
船
の
記
録
で
あ
る
『
笑
雲
入
明
記
』
と
一
緒
に
伝
来

す
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
本
史
料
の
流
通
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

（
9
）（

⓾
）

（
⓫
）

（
⓬
）

（
⓭
）

（
⓮
）

（
⓯
）

（
⓰
）
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三
、「
一
番
渡
唐
」
と
『
初
渡
集
』

１
、
北
京
上
洛
ま
で

　
『
入
明
略
記
』
の
う
ち
、
初
渡
に
関
わ
る
部
分
（
以
下
端
裏
書
に
従
い
「
一
番
渡
唐
」

と
称
す
る
）
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
四
月
一
九
日
、
五
島
を
出
船
し
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。
以
後
嘉
靖
一
八
年
（
一
五
三
九
）
五
月
二
日
に
温
州
、
一
六
日
に
定

海
、
二
二
日
に
寧
波
に
到
着
し
、
二
五
日
に
寧
波
府
城
内
の
宿
所
嘉
賓
堂
に
落
ち
着

く
ま
で
の
記
述
は
、『
初
渡
集
』
と
お
お
む
ね
一
致
し
、
一
見
す
る
と
『
初
渡
集
』

の
抄
録
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
若
干
異
な
る
点
が
二
点
あ
る
。
第
一
は
五
月
一
五
日

条
「
太
唐
通
事
将
大
人
来
于
中
流
、
問
進
貢
事
、」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。『
初
渡
集
』

同
日
条
に
は
、
寧
波
衛
が
派
遣
し
た
千
戸
（
軍
官
の
職
名
）
が
、
寧
波
市
舶
司
通
事

周
文
衡
と
と
も
に
や
っ
て
き
て
、
誰
王
の
派
遣
に
よ
り
、
い
つ
の
勘
合
を
持
ち
、
何

艘
何
人
で
、
進
貢
物
と
し
て
何
を
搭
載
し
て
や
っ
て
来
た
か
な
ど
を
問
う
て
い
る
記

事
が
あ
る
。
本
記
事
も
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
が
、
や
っ
て
き
た
大
唐
通
事
の
名
前

は
「
将
」
で
は
な
い
。「
周
」（
し
ゅ
う
）
を
「
将
」（
し
ょ
う
）
と
書
き
誤
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
千
戸
の
名
前
は
『
初
渡
集
』
に
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ
が

「
将
大
人
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
そ
う
考
え
る
に
は
、
並
び
順
が
や
や
不
審

で
あ
る
。

　

第
二
に
五
月
二
五
日
、
寧
波
に
上
陸
し
た
一
行
は
「
海
道
老
爹
」（
巡
視
海
道
浙

江
等
処
提
刊
按
察
司
副
使
盧
蕙
）に
面
会
し
た
。「
一
番
渡
唐
」に
は「
勘
合
幷
表
文
」

を
呈
し
た
と
あ
る
が
、『
初
渡
集
』に
は「
表
文
箱
」を
捧
げ
た
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
、

海
道
に
勘
合
を
呈
し
た
と
い
う
情
報
は
無
い
。「
一
番
渡
唐
」
は
独
自
情
報
を
含
む

の
で
あ
る
。

２
、
寧
波
で
の
日
々

　

五
月
に
上
陸
し
て
か
ら
一
〇
月
一
七
日
ま
で
は
寧
波
で
の
滞
在
記
事
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
三
点
、
異
な
る
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
九
月
一
日
に
「
報
北
京
上
之
事
」
と

あ
る
が
、『
初
渡
集
』
で
は
北
京
か
ら
日
本
使
節
の
上
京
を
認
め
る
旨
の
文
書
が
ま

も
な
く
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
た
の
は
八
月
一
三
日
、
つ
い
で
実
際
に

到
着
し
た
の
が
一
六
日
で
あ
る
。
九
月
一
日
は
、
上
京
人
数
外
の
者
た
ち（
上
京
せ

ず
寧
波
で
待
機
す
る
者
た
ち
）も
杭
州
ま
で
は
行
き
た
い
と
願
い
出
て
却
下
さ
れ
た

日
で
あ
る
。『
初
渡
集
』
に
は
八
月
一
六
日
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
上
京
準
備
が
始
ま
っ

て
い
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
一
番
渡
唐
」
に
混
乱
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
六
月
一
三
日
、
市
舶
太
監
に
贈
物
を
し
た
が
、
一
六
日
、
そ
れ
を
返
さ

れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。『
初
渡
集
』
に
は
贈
物
を
し
た
記
事
は
あ
る
が
、
そ
れ
が

返
却
さ
れ
た
こ
と
は
見
え
な
い
。

　

第
三
に
、
九
月
二
七
日
、
上
京
準
備
の
た
め
、
進
貢
物
を
朱
漆
箱
に
収
め
る
作
業

が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
に
表
文
箱
を
御
史
が
開
き
、
そ
の
あ
と
で
正
使
に
返
し

た
、
正
使
は
こ
れ
を
携
え
て
上
京
す
る
の
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
。『
初
渡
集
』
同

日
条
は
、
進
貢
物
を
朱
漆
箱
に
収
め
た
こ
と
ま
で
は
記
す
が
、
表
文
箱
に
つ
い
て
は

触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
朝
貢
に
際
し
て
の
物
の
動
き
を
考
え
る
上

で
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

３
、
北
京
に
て

　

一
〇
月
一
七
日
に
寧
波
を
発
っ
た
一
行
は
、
同
二
八
日
に
は
杭
州
に
着
き
、
翌
嘉

靖
一
九
年
（
一
五
四
〇
）
三
月
二
日
、
北
京
に
入
城
し
会
同
館
に
宿
し
た
。
以
後
五

月
九
日
に
出
立
す
る
ま
で
の
北
京
の
日
々
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
数
カ
所
の
違
い
が

あ
る
。

　

ま
ず
、
三
月
五
日
「
鄧
・
王
二
大
通
事
来
訪
」
と
あ
る
の
に
対
し
、『
初
渡
集
』

は
大
通
事
二
名
の
来
訪
を
記
す
の
み
で
、
名
前
を
記
さ
な
い
。
こ
の
の
ち
し
き
り
に

交
流
す
る
こ
と
と
な
る
、
こ
の
二
大
通
事
の
名
前
が
『
初
渡
集
』
に
初
め
て
記
さ
れ

る
の
は
、
同
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
七
日
「
朝
参
、
於
闕
左
門
茶
飯
、」
と

あ
る
の
に
対
し
、『
初
渡
集
』
は
左
方
に
あ
る
門
で
茶
飯
を
賜
っ
た
と
記
し
、
門
の

名
前
を
記
さ
な
い
。
こ
の
日
は
初
め
て
の
朝
参
で
あ
り
、
以
後
の
朝
参
の
際
に
は
闕

〔
大
〕
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左
門
と
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
茶
飯
を
下
さ
れ
た
場
所
の
名
が
「
闕
左
門
」
で
あ

る
こ
と
は
、
後
か
ら
得
た
情
報
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
日
々
の
記
録
と
し
て
書
き

継
が
れ
た
『
初
渡
集
』
に
対
し
、
事
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
「
一
番
渡

唐
」
と
の
性
格
の
差
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
月
八
日
、
礼
部
に
表
文
と
別
幅
を
呈
し
て
い
る
が
、『
初
渡
集
』
に
は
表
文
の

提
出
の
み
見
え
て
別
幅
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
入
明
略
記
』
は
提
出
物

に
つ
い
て
よ
り
丁
寧
に
記
載
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
同
一
五
日
、
別
幅
を
宸
覧
に

備
え
た
と
あ
る
が
、『
初
渡
集
』で
は
そ
れ
は
二
五
日
の
出
来
事
で
あ
る
。『
初
渡
集
』

の
三
月
一
五
日
条
に
は
皇
帝
が
病
気
の
た
め
拝
を
し
な
か
っ
た
と
あ
る
の
で
、「
一

番
渡
唐
」
に
混
乱
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

４
、
貨
物
返
還
問
題
の
行
方

　

三
月
二
六
日
に
は
、「
方
大
人
来
、　

内
奏
可
然
云
々
」
と
あ
る
。『
初
渡
集
』
で

は
こ
の
日
、
方
大
人
が
来
た
の
で
、
釣
雲
（
雪
窓
等
越
、
一
号
船
居
座
）
の
宿
所
で

長
い
間
筆
談
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
何
を
話
し
に
来
た
の
か
は
書
か
れ
て
い

な
い
。『
初
渡
集
』
で
方
大
人
が
現
れ
る
の
は
こ
の
条
の
み
だ
が
、「
一
番
渡
唐
」
で

は
四
月
二
〇
日
に
「
貨
物
之
義
」
が
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
き
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
貨
物
の
義
と
は
、『
初
渡
集
』
の
記
事
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
寧
波

の
乱
時
に
日
本
側
が
結
果
的
に
置
い
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
、
大
永
度
遣
明
船
の
貿
易

用
商
品
の
返
還
問
題
と
解
さ
れ
る
。『
初
渡
集
』
四
月
一
四
日
条
に
は
、
こ
の
日
本

側
の
要
求
に
つ
い
て
、
同
一
〇
日
に
明
側
か
ら
強
い
遺
憾
の
意
が
伝
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
一
三
日
条
に
は
主
立
っ
た
使
節
団
の
面
々
が
正
使
の
も

と
に
集
ま
っ
て
合
議
し
、
一
六
日
条
に
は
貨
物
返
却
を
愁
訴
す
る
短
書
を
提
出
し
た

と
あ
る
が
、
以
後
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
結
局
ど
う
な
っ
た
の
か
は

知
り
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
「
一
番
渡
唐
」
の
記
事
か
ら
、
返
還
交
渉
は
失
敗
に
終

わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
「
一
番
渡
唐
」
か
ら
、
こ
の
貨
物
返
還
問
題
の
流
れ
を
再
度
復
元
す
る
と
、
下
記

の
よ
う
に
な
る
。
三
月
二
六
日
、「
方
大
人
」
に
こ
の
件
に
つ
い
て
内
奏
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
、
四
月
八
日
に
短
書
を
礼
部
に
提
出
、
一
〇
日
に
礼
部
か
ら
明
朝
側
の

厳
し
い
意
向
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
弁
明
の
短
書
を
出
し
（『
初
渡
集
』
に

よ
れ
ば
一
六
日
）、
一
七
日
に
も
出
し
た
が
、
つ
い
に
不
調
に
終
わ
っ
た
。
な
お
四

月
八
日
に
短
書
を
出
し
た
こ
と
は
『
初
渡
集
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
四
月
一
七
日

の
短
書
は
、「
釣
雲
存
分
之
旨
」
を
以
て
短
書
を
出
し
た
と
あ
っ
て
、
こ
の
短
書
作

成
に
釣
雲
の
意
向
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
こ
の
情
報
は
『
初
渡

集
』
に
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
に
よ
り
、
最
初
に
方
大
人
と
談
合
し
た
の
が
釣
雲
の
宿

所
で
あ
っ
た
と
い
う
『
初
渡
集
』
の
情
報
も
あ
わ
せ
、
こ
の
貨
物
返
還
問
題
に
釣
雲

が
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

釣
雲
こ
と
雪
窓
等
越
に
と
っ
て
、
天
文
八
年
度
船
が
初
め
て
乗
り
込
む
遣
明
船
で

な
か
っ
た
こ
と
は
、
初
渡
時
に
す
で
に
旧
知
の
明
人
が
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
彼
は
、
天
文
八
年
度
船
の
一
つ
前
の
遣
明
船
、
す
な
わ
ち
寧
波
の
乱
を
起
こ
し

た
大
永
度
船
で
入
明
し
て
お
り
、
こ
の
貨
物
返
還
問
題
に
つ
い
て
は
直
接
の
利
害
関

係
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
一
番
渡
唐
」
に
は
さ
ら
に
五
月
五
日
「
商
従

人
愁
訴
」
に
よ
り
短
書
を
呈
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い

が
、こ
の
貨
物
返
還
問
題
に
つ
い
て
な
お
も
交
渉
を
試
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
初

渡
集
』
に
は
こ
の
日
、
短
書
を
呈
し
た
こ
と
自
体
記
さ
れ
て
い
な
い
。

５
、
勘
合
は
渡
さ
れ
た
か

　

さ
て
、
五
月
一
日
の
朝
参
で
は
、
返
牒
と
衣
装
を
受
領
し
た
。『
初
渡
集
』
四
月

三
〇
日
条
に
は
、
礼
部
か
ら
明
日
の
朝
、
返
牒
・
衣
装
を
賜
う
予
定
で
あ
る
と
知
ら

さ
れ
て
き
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
五
月
一
日
条
に
は
、
賜
っ
た
衣
装
の
種

類
に
つ
い
て
は
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
返
牒
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
返
牒

が
賜
与
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
『
初
渡
集
』
の
み
か
ら
で
は
不
明
な
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

　

五
月
七
日
に
は
、明
皇
帝
か
ら
の
返
書
と
勘
合
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

『
初
渡
集
』
同
日
条
に
は
「
回
詔
之
書
」
す
な
わ
ち
明
皇
帝
か
ら
の
返
書
が
下
さ
れ

（
⓱
）

（
⓲
）

（
⓳
）
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た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
勘
合
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
勘
合
に
つ
い
て
の

『
初
渡
集
』
の
記
述
は
、
四
月
二
一
日
条
の
「
呈
乞
新
勘
合
之
短
書
」
が
最
後
で
あ

り
、
こ
の
時
要
求
し
た
新
勘
合
支
給
の
件
が
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
知
り
得
な

い
。
し
か
し
「
一
番
渡
唐
」
か
ら
は
、
無
事
勘
合
が
渡
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
記
事
は
栢
原
・
小
葉
田
両
氏
に
よ
っ
て
疑
い
が
も
た
れ

て
お
り
、
以
後
の
勘
合
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
も
、
初
渡
時
に
新
勘
合
を
与
え
ら

れ
た
と
い
う
理
解
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
本
当
に
疑
い
を
持

つ
べ
き
記
事
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
再
渡
時
に
お
け
る
勘
合
の
問
題
と
あ

わ
せ
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

６
、
明
暦
と
和
暦

　

使
節
団
一
行
が
北
京
を
発
っ
た
の
は
二
日
後
の
五
月
九
日
で
あ
る
。
以
後
南
京
を

経
て
寧
波
に
到
着
し
、
翌
年
五
月
二
〇
日
寧
波
を
発
し
六
月
二
〇
日
に
は
舟
山
沖
の

烏
沙
門
か
ら
開
洋
、
同
二
六
日
に
は
五
島
の
日
島
に
至
っ
た
。
こ
の
行
程
は
『
初
渡

集
』
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
初
渡
集
』
が
最
後
ま
で
明
暦
の
ま
ま
記
す
の
に

対
し
、
五
島
に
到
着
し
た
日
か
ら
「
天
文
十
年
」
と
和
暦
に
切
り
替
え
て
い
る
の
は

「
一
番
渡
唐
」
の
特
徴
で
あ
る
。
明
暦
・
和
暦
が
一
致
す
る
時
期
だ
っ
た
た
め
、『
初

渡
集
』
と
「
一
番
渡
唐
」
と
で
日
付
の
ず
れ
は
な
い
。
な
お
『
初
渡
集
』
も
最
初
の

博
多
滞
在
中
に
は
和
暦
を
使
用
し
て
い
る
。
和
暦
か
ら
明
暦
に
切
り
替
え
た
時
期
は

明
示
さ
れ
ず
、
寧
波
滞
在
中
か
ら
始
ま
る
下
巻
の
冒
頭
に
「
嘉
靖
十
八
亥
年
十
月

小
」
と
書
か
れ
る
の
が
、
日
記
の
地
の
文
と
し
て
は
最
初
で
あ
る
（
文
中
に
引
用
さ

れ
る
短
書
の
日
付
と
し
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
出
る
）。
寧
波
に
到
着
し
て
か
ら
す
で

に
五
ヶ
月
が
過
ぎ
て
お
り
、
日
記
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
暦
の
差
異
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
厳
密
に
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
一

番
渡
唐
」
で
は
、
冒
頭
で
も
温
州
に
到
着
し
た
五
月
二
日
に
は
「
嘉
靖
十
八
年
」
と

注
記
さ
れ
て
お
り
、
地
点
に
よ
っ
て
使
用
す
る
暦
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
『
笑
雲
入
明
記
』
と
同
様
で
あ
る
。

四
、「
二
番
渡
唐
」
と
『
再
渡
集
』

１
、
北
京
の
日
々

　
『
入
明
略
記
』
の
う
ち
、
再
渡
に
関
わ
る
部
分
（
以
下
端
裏
書
に
従
い
「
二
番
渡
唐
」

と
称
す
る
）
は
、
嘉
靖
二
八
年
（
一
五
四
九
）
四
月
一
八
日
、
北
京
に
入
城
し
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。「
一
番
渡
唐
」
は
簡
潔
な
が
ら
入
明
の
全
行
程
を
通
覧
し
て
い

る
が
、「
二
番
渡
唐
」
は
北
京
に
入
っ
て
か
ら
北
京
を
出
た
と
こ
ろ
ま
で
と
、
北
京

の
日
々
に
特
化
し
た
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
月
二
三
日
、
礼
部
ら
の
命
で
「
三
大
通
事
」
が
や
っ
て
き
た
が
、『
初
渡
集
』

同
日
条
に
は
「
二
大
通
事
」
と
あ
っ
て
、
結
局
三
人
で
来
た
の
か
二
人
で
来
た
の
か

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ち
な
み
に
日
本
使
節
が
北
京
で
交
流
を
持
っ
た
大
通
事
は

四
人
い
る
。
同
二
五
日
、
そ
の
う
ち
の
一
人
、
大
通
事
の
温
潤
を
通
じ
て
短
書
を
礼

部
に
提
出
し
た
。『
初
渡
集
』
に
は
、
寧
波
市
舶
司
通
事
周
文
衡
・
日
本
側
通
事
呉

栄
の
二
人
の
通
事
を
通
じ
て
、大
通
事
に
短
書
を
送
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
大
通
事
が
四
人
の
う
ち
温
潤
で
あ
っ
た
こ
と
、
短
書
の
宛
先
が
礼
部
で
あ
っ
た

こ
と
は
、「
二
番
渡
唐
」
か
ら
の
み
知
ら
れ
る
情
報
で
あ
る
。

　

同
二
七
日
、
吏
部
尚
書
聞
淵
の
子
息
が
策
彦
ら
を
訪
問
し
た
。『
嘉
靖
寧
波
府
志
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
聞
淵
は
寧
波
出
身
で
、
月
湖
の
ほ
と
り
に
居
を
構
え
て
い
た
と
い

う
（
巻
三
・
一
六
）。『
再
渡
集
』
に
は
日
本
使
節
た
ち
が
彼
と
し
ば
し
対
談
し
茶
を

飲
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、「
二
番
渡
唐
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
、
彼
の
手
下
が

密
か
に
日
本
側
通
事
の
呉
栄
と「
箱
料
等
之
事
」に
つ
い
て
談
合
し
て
い
た
。「
箱
料
」

が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
貿
易
に
関
わ
る
事

項
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
二
番
渡
唐
」
も
、「
一
番
渡
唐
」
と
同
様
に
多

く
の
独
自
情
報
を
含
む
の
で
あ
る
。

　

一
方
、同
二
八
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
続
く
、勘
合
底
簿
や
人
船
過
員
の
問
題（
天

文
一
六
年
度
船
は
、
規
定
で
は
三
隻
以
内
の
と
こ
ろ
四
隻
で
、
三
〇
〇
人
以
内
の
と

（
⓴
）

（
㉑
）
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こ
ろ
六
〇
〇
余
人
で
、
来
航
し
て
い
た
）
を
め
ぐ
る
礼
部
と
の
や
り
と
り
、
ま
た
進

貢
物
の
収
納
に
関
わ
る
情
報
は
、
基
本
的
に
『
再
渡
集
』
と
一
致
し
、
そ
の
抄
録
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
「
二
番
渡
唐
」
で
は
五
月
二
〇
日
に
、
瑪
瑙
を
宸
覧

し
た
と
礼
部
主
事
が
伝
え
て
き
た
、
と
あ
る
が
、『
再
渡
集
』
同
日
条
に
は
、
昨
日

一
九
日
に
貢
物
を
宸
覧
に
備
え
た
が
、
瑪
瑙
に
つ
い
て
は
明
日
二
一
日
の
予
定
で
あ

る
と
礼
部
主
事
が
伝
え
て
き
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

２
、
衣
装
の
数

　

五
月
二
三
日
、礼
部
が
日
本
側
通
事
呉
栄
を
召
し
て
茶
飯（
使
節
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
皇
帝
か
ら
賜
る
宴
会
）の
先
例
を
尋
ね
た
こ
と
は
、『
再
渡
集
』に
は
記
載
が
な
い
。

同
二
六
日
、
主
客
司
に
硯
箱
や
扇
を
送
っ
た
の
に
辞
退
さ
れ
た
こ
と
、
主
客
司
か
ら

一
〇
〇
人
分
の
衣
装
を
賜
う
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
足
り
な
い
、
先
例

に
背
く
か
ら
、明
日
の
茶
飯
に
は
出
な
い
と
礼
部
主
事
に
訴
え
た
こ
と
、主
事
が
色
々

な
だ
め
て
茶
飯
に
は
出
席
す
る
よ
う
説
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、『
再
渡
集
』
に

は
記
載
が
な
い
。『
再
渡
集
』
に
衣
装
問
題
が
登
場
す
る
の
は
、
翌
二
七
日
の
会
同

館
で
の
茶
飯
と
二
八
日
の
茶
飯
の
御
礼
儀
礼
が
無
事
に
済
ん
だ
、
二
九
日
の
こ
と
で

あ
る
。

　
『
再
渡
集
』
五
月
二
九
日
条
に
は
「
予
・
副
使
・
釣
雲
、
率
周
・
呉
二
通
事
、
詣

礼
部
門
下
呈
短
疏
、
礼
部
接
迎
、
勘
合
・
衣
裳
等
之
事
、
往
返
徴
詰
、
礼
部
温
和
示

諭
、以
再
計
較
之
由
、」と
あ
っ
て
、勘
合
と
衣
装
問
題
に
つ
い
て
、正
使
策
彦
周
良
・

副
使
竺
裔
寿
文
・
一
号
船
居
座
雪
窓
等
越
と
い
う
使
節
団
幹
部
が
、
礼
部
の
も
と
で

散
々
議
論
し
、再
検
討
を
約
束
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。そ
の
対
談
は「
二

番
渡
唐
」
に
よ
れ
ば
数
刻
に
も
及
ん
だ
。

　

こ
の
衣
装
問
題
の
帰
結
に
つ
い
て
『
再
渡
集
』
は
、
七
月
一
九
日
条
に
衣
装
が
近

日
支
給
さ
れ
る
旨
礼
部
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
二
一
日
条
に
「
趨
禁
庭

領
衣
装
」
と
簡
潔
に
記
す
。
再
検
討
の
結
果
ど
う
な
っ
た
の
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
特
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
読
め
な
い
。
だ
が
「
二
番
渡
唐
」
に
よ

れ
ば
、
二
一
日
に
下
さ
れ
た
衣
装
は
当
初
通
告
さ
れ
た
通
り
の
一
〇
〇
人
分
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
正
使
策
彦
周
良
以
下
日
本
使
節
た
ち
は
、
通
事
を
通
じ
て
寧
波
に
残
っ

て
い
る
五
〇
〇
余
名
分
の
衣
装
を
再
三
要
求
し
、
礼
部
主
事
か
ら
杭
州
で
下
す
と
の

返
答
を
引
き
出
し
た
。
本
当
に
杭
州
で
下
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、『
再

渡
集
』
か
ら
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

３
、
太
子
の
死

　

衣
装
問
題
が
ま
だ
決
着
を
見
な
い
六
月
一
四
日
、
礼
部
が
、
太
子
崩
御
の
た
め
、

他
の
場
所
に
行
き
滞
在
す
る
と
告
げ
て
き
た
。
二
二
日
に
は
帰
第
し
て
い
る
。『
再

渡
集
』
に
は
、
二
二
日
条
に
「
今
日
、
礼
部
帰
司
」
と
あ
る
が
、
太
子
崩
御
の
記
事

は
な
く
、
礼
部
が
こ
れ
に
関
わ
っ
て
出
か
け
た
こ
と
も
、
記
載
が
な
い
。
し
か
し
『
明

実
録
』に
は
皇
太
子
朱
載
壡
が
こ
の
年
の
三
月
に
急
死
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

「
二
番
渡
唐
」
の
記
述
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
、
勘
合
は
渡
さ
れ
た
か

　

さ
て
、
五
月
二
九
日
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
賜
与
さ
れ
る
衣
装
の
数
だ
け
で
は
な

い
。
勘
合
も
ま
た
交
渉
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
眼
目
が
、
新
勘
合
の
賜
与
に

あ
っ
た
こ
と
は
、
七
月
一
二
・
一
七
・
一
九
日
条
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
二
・
一
七
日
に
「
新
勘
合
」
に
つ
い
て
短
書
を
出
し
、
一
九
日
に
は
「
新
勘
合
一

道
」
を
支
給
す
る
と
い
う
意
向
が
礼
部
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
三
〇
日
に
は
実
際

に
礼
部
箚
付
と
あ
わ
せ
て
「
新
勘
合
壱
道
」
が
渡
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
『
再
渡
集
』
で
も
、
七
月
一
二
日
条
に
「
就
勘
義
呈
短
書
於
主
事
処
」、
一

七
日
条
に
は
「
呈
勘
於
礼
部
与
十
二
日
所

挙
一
般
、

」
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
勘
合
に
つ
い
て

の
交
渉
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
し
か
し
一
九
日
条
で
は
近
日
中
に
衣

装
が
下
さ
れ
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
三
〇
日
条
で
は
礼
部
箚
付
が

渡
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
両
日
と
も
に
勘
合
に
つ
い
て
の
言

及
は
な
い
。
一
二
日
や
一
七
日
の
記
事
も
、「
二
番
渡
唐
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
就
新
勘

合
之
義
、
以
周
・
呉
二
通
事
、
呈
短
書
於
主
事
、」「
呈
短
書
於
礼
部
、
同
新
勘
合
等

（
㉒
）
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之
事
也
、」
と
あ
る
か
ら
、「
勘
義
」
が
「
勘
合
の
義
」
の
略
、「
呈
勘
於
礼
部
」
が
「
勘

合
に
つ
い
て
の
短
書
を
礼
部
に
呈
し
た
」
こ
と
の
略
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
成
立
す

る
の
で
あ
っ
て
、『
再
渡
集
』
の
表
現
だ
け
で
は
、
勘
合
の
記
事
と
し
て
理
解
す
る

の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。『
入
明
略
記
』の
一
つ
の
特
徴
は
、日
次
記
で
あ
る『
初
渡
集
』

『
再
渡
集
』
に
比
し
て
、
交
渉
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
明
確
に
記
し
て
い
る
点
に
あ

る
。

　

勘
合
が
賜
与
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
三
〇
日
条
は
ま
た
、
勅
書
が
二
通
下
さ
れ
た

こ
と
、
礼
部
と
の
間
で
来
た
る
進
貢
人
船
の
数
な
ど
に
つ
き
交
渉
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
『
再
渡
集
』
同
日
条
に
も
、「
天
書
」

と
い
う
表
現
で
、
そ
れ
が
下
さ
れ
た
儀
礼
に
つ
い
て
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
が
二
通
あ
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。後
者
に
つ
い
て
は
、『
再
渡
集
』

で
は
「
稟
陳
愚
訟
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
何
を
訴
え
た
の
か
に
つ
い
て

は
「
二
番
渡
唐
」
に
よ
っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
る
。

五
、『
入
明
略
記
』
の
特
徴
と
「
准
勘
合
」

　

以
上
、『
入
明
略
記
』
の
記
事
を
『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』
と
逐
一
対
比
さ
せ
て
き

た
が
、
こ
こ
か
ら
『
入
明
略
記
』
の
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
を
指
摘
し
う
る
。
第
一

に
、『
入
明
略
記
』
は
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
や
小
葉
田
淳
氏
の
指
摘
の
通
り
、『
初

渡
集
』『
再
渡
集
』
の
単
な
る
抄
録
で
は
な
く
、
独
自
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
記
事
の
内
容
と
し
て
、
勘
合
・
表
文
・
進
貢
品
・
回

賜
品
等
に
関
わ
る
問
題
を
中
心
に
、
寧
波
の
乱
に
関
わ
る
事
項
・
応
接
し
た
官
僚
に

つ
い
て
の
情
報
な
ど
、
い
わ
ば
業
務
報
告
と
し
て
重
要
な
事
項
が
書
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
独
自
情
報
の
多
く
も
、
衣
装
問
題
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
『
初
渡
集
』

『
再
渡
集
』
で
は
、
結
論
の
書
か
れ
な
か
っ
た
交
渉
事
の
結
末
を
補
っ
た
と
い
う
類

の
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、『
入
明
略
記
』の
記
事
は
、独
自
情
報
は
あ
っ
て
も『
初
渡
集
』『
再

渡
集
』
と
食
い
違
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
な
、

ご
く
限
ら
れ
た
日
付
や
数
字
の
違
い
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
基
本
的
に
は
『
初
渡
集
』

『
再
渡
集
』
に
沿
っ
て
簡
潔
に
必
要
事
項
を
記
し
て
い
き
、
足
り
な
い
情
報
は
適
宜

補
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
日
々
書
き
付
け
て
い
く
日
記
で
は
、
先
に
書
き
付
け
た
交

渉
事
の
結
末
を
、
後
日
漏
れ
な
く
書
い
て
い
く
と
い
う
の
は
、
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

ろ
う
。『
入
明
略
記
』
は
、
そ
う
し
た
抜
け
を
記
憶
や
別
の
手
控
え
な
ど
に
よ
り
補

い
つ
つ
、
帰
国
後
ま
だ
日
が
浅
い
内
に
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
入
明
略
記
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
一
番
渡
唐
」
の
二
カ

所
の
紙
継
目
の
い
ず
れ
に
も
裏
花
押
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
写
真
１
・
写
真
２
）。

こ
こ
か
ら
少
な
く
と
も
「
一
番
渡
唐
」
は
私
的
な
覚
え
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
ど
こ
か
に
提
出
さ
れ
る
べ
く
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
。
内
容
が

業
務
報
告
書
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
提
出
先
の
第
一
候
補
は
、

今
次
遣
明
船
の
経
営
者
で
あ
る
大
内
家
中
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
策
彦
は
初
渡
に
お
い

て
は
副
使
で
あ
っ
た
が
、帰
国
後
す
ぐ
に
博
多
に
戻
っ
た
正
使
湖
心
碩
鼎
に
代
わ
り
、

大
内
義
隆
に
帰
国
報
告
を
し
て
い
る
。
こ
の
際
に
策
彦
が
大
内
側
に
提
出
し
た
報
告

書
の
副
本
が
「
一
番
渡
唐
」
で
あ
り
、
副
本
な
が
ら
証
明
の
た
め
に
花
押
が
据
え
ら

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

た
だ
こ
の
時
策
彦
を
迎
え
た
大
内
氏
家
臣
と
し
て
『
初
渡
集
』
に
名
前
の
挙
が
る

陶
隆
満
・
吉
見
弘
成
・
相
良
武
任
・
杉
宗
長
・
龍
崎
隆
輔
・
陶
隆
房
・
保
寿
寺
梵
永

の
花
押
と
「
一
番
渡
唐
」
の
裏
花
押
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
策
彦
周
良
・
湖
心
碩

鼎
・
大
内
義
隆
の
花
押
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
提
出
先
は
、
大
内
家
中
で
は
な
く
、

遣
明
船
の
名
目
上
の
派
遣
者
、
日
本
国
王
た
る
室
町
将
軍
家
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
使

節
団
幹
部
、
特
に
大
内
氏
家
臣
で
あ
る
一
号
船
土
官
吉
見
正
頼
・
同
矢
田
増
重
・
二

号
船
土
官
阿
野
頼
秀
と
い
っ
た
人
物
た
ち
が
証
明
の
た
め
に
据
え
た
と
い
う
可
能
性

も
十
分
に
考
え
得
る
が
、
現
時
点
で
は
彼
ら
の
花
押
自
体
が
知
ら
れ
ず
、
こ
の
裏
花

（
㉔
）

（
㉕
）

（
㉖
）
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押
の
比
定
は
、
後
考
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

　

一
方
「
二
番
渡
唐
」
に
は
紙
継
目
の
裏
花
押
は
な
い
。
ま
た
「
二
番
渡
唐
」
は
、

記
事
の
内
容
的
な
特
徴
は
「
一
番
渡
唐
」
と
共
通
し
て
い
る
が
、「
一
番
渡
唐
」
と

は
異
な
り
、
一
つ
書
き
で
は
記
さ
れ
な
い
点
、
北
京
で
の
日
々
に
特
化
し
て
い
る
点

な
ど
形
式
面
に
は
多
少
の
違
い
が
あ
る
。こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、「
二
番
渡
唐
」は
、

作
成
目
的
は
「
一
番
渡
唐
」
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
成
立
時
期
は
「
一
番
渡
唐
」
と

同
じ
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
暫
定
的
に
、「
一
番
渡
唐
」
は
初
渡
後
に
、「
二
番
渡
唐
」

は
再
渡
後
に
、
業
務
報
告
書
と
し
て
作
ら
れ
た
文
書
の
控
で
あ
る
可
能
性
を
提
起
し

て
お
き
た
い
。

　
『
入
明
略
記
』
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
同
書
の
み
に
あ
る
勘
合
賜

与
の
記
事
の
評
価
は
、
従
来
よ
り
も
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

　
「
一
番
渡
唐
」
嘉
靖
一
九
年
五
月
七
日
条
に
は
、「
領
返
書
並
勘
合
」
と
あ
る
。
こ

の
勘
合
賜
与
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
は
疑
い
が
も
た
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
の

通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
に
新
し
く
嘉
靖
勘
合
と
底
簿
が
渡
さ
れ
た
の
で

あ
れ
ば
、次
の
天
文
一
六
年
度
船
に
お
い
て
再
び
新
勘
合
を
要
求
す
る
理
由
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
嘉
靖
勘
合
は
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
以
上
述

べ
来
た
っ
た
よ
う
な
『
入
明
略
記
』
の
性
格
か
ら
し
て
、
勘
合
を
領
し
た
と
い
う
記

述
を
一
概
に
誤
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

同
様
に
「
二
番
渡
唐
」
嘉
靖
二
八
年
七
月
晦
日
条
に
は
「
新
勘
合
壱
道
」
を
渡
さ

れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
栢
原
氏
は
誤
り
と
言
い
、
小
葉
田

氏
は
抹
殺
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
言
い
、
橋
本
雄
氏
は
『
再
渡
集
』
に
は
記
事
が
見

え
な
い
こ
と
か
ら
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
嘉
靖
帝
は
初
渡
以
前
、
一
度
日
本
に
対
し
て
勘
合
を
発
給
し
た
こ
と

が
あ
る
。
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）、
明
朝
は
、
寧
波
の
乱
に
よ
り
明
に
取
り
残
さ

れ
た
細
川
方
の
使
節
団
団
員
六
〇
余
名
の
帰
国
を
許
し
た
が
、
こ
の
時
、
次
に
来
航

す
る
船
の
証
明
と
す
る
た
め
、「
准
勘
合
」
を
特
賜
し
た
。
こ
の
「
准
勘
合
」
は
、

（
㉗
）

（
㉘
）

写真１写真２
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従
来
の
勘
合
と
異
な
り
次
回
に
限
り
有
効
な
も
の
で
、
正
式
な
勘
合
が
支
給
さ
れ
る

ま
で
の
臨
時
措
置
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
天
文
八
年
度
船

の
経
営
者
大
内
義
隆
と
は
対
立
す
る
細
川
晴
元
の
手
に
渡
り
、
晴
元
は
、
天
文
八
年

度
船
と
競
う
よ
う
に
、
こ
の
「
准
勘
合
」
と
弘
治
旧
勘
合
を
も
た
せ
新
勘
合
の
授
与

を
求
め
る
遣
明
船
派
遣
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　

こ
の
「
准
勘
合
」
の
存
在
は
、『
入
明
略
記
』
の
勘
合
記
事
を
考
え
る
上
で
極
め

て
示
唆
に
富
む
。
す
な
わ
ち
、「
一
番
渡
唐
」
が
記
す
「
勘
合
」
も
、「
二
番
渡
唐
」

が
記
す
「
新
勘
合
一
道
」
も
、
と
も
に
こ
の
「
准
勘
合
」
に
類
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
二
番
渡
唐
」
の
「
新
勘
合
一
道
」
と
い
う
表
現
は
、

日
本
に
与
え
ら
れ
て
い
た
従
来
の
勘
合
が
ま
と
め
て
一
〇
〇
道
与
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
不
審
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
従
来
型
の
勘
合
で
は
な
く
、

次
回
の
た
め
の
勘
合
と
し
て
一
道（
一
枚
）渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
理
解

し
う
る
。
同
様
に
、「
一
番
渡
唐
」
の
「
勘
合
」
も
、
そ
の
よ
う
な
勘
合
で
あ
っ
た

と
考
え
れ
ば
、
次
の
天
文
一
六
年
度
船
時
に
改
め
て
新
勘
合
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
道

を
一
組
と
す
る
従
来
型
の
勘
合
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
説
明
が
つ
く
。

　

入
国
時
の
明
側
の
勘
合
審
査
に
つ
い
て
詳
細
に
記
す
『
初
渡
集
』
に
比
し
、『
再

渡
集
』
に
は
持
参
し
た
勘
合
の
種
類
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
天
文

一
六
年
度
船
が
天
文
八
年
度
船
時
に
得
た
「
勘
合
」
を
使
用
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
天
文
一
六
年
度
船
以
降
、
入
貢
に
成
功

し
た
遣
明
船
は
な
く
、
天
文
一
六
年
度
船
時
に
支
給
さ
れ
た
「
新
勘
合
一
道
」
の
行

方
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
准
勘
合
」
と
い
う
近
年
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

勘
合
の
形
態
と
、『
入
明
略
記
』自
身
の
性
格
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、『
入
明
略
記
』

の
勘
合
記
事
を
疑
う
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注（
１
）　

た
だ
し
全
体
の
半
分
以
上
の
記
事
が
脱
落
し
て
い
る
。『
策
彦
入
唐
記
』
は
『
古
事

類
苑
』
外
交
部
（
一
九
〇
三
年
刊
）
に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』

の
翻
刻
は
、
形
式
に
多
少
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

（
２
）　
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
上
（
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年
）。

（
３
）　

小
葉
田
淳
「
両
渡
集
と
入
明
略
記
の
関
係
」（
同
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』

（
刀
江
書
院
、
一
九
四
一
年
）
第
四
章
補
論
二
）。

（
４
）　

栢
原
昌
三
「
日
明
勘
合
の
組
織
と
使
行
」（『
史
学
雑
誌
』
三
一
―
九
、一
九
二
〇
年
）

七
三
七
頁
。

（
５
）　

前
掲
注
（
２
）
書
三
八
五
頁
。

（
６
）　
『
続
史
籍
集
覧
』
一
に
は
、『
戉
子
入
明
記
』『
策
彦
入
唐
記
』『
允
澎
入
唐
記
』『
下

行
価
銀
帳
並
駅
程
録
』
と
題
し
て
五
点
の
日
明
関
係
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
う

ち
『
戉
子
入
明
記
』『
下
行
価
銀
帳
』『
駅
程
録
』
に
つ
い
て
は
、
横
井
時
冬
が
明
治

二
四
年
七
月
に
妙
智
院
で
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
旨
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
策
彦
入

唐
記
』
と
『
允
澎
入
唐
記
』
に
つ
い
て
は
「
右
、
ニ
唐
記
二
本　

鸚
鵡
軒
横
井
時
冬

珍
蔵
」
と
の
み
あ
る
。
横
井
時
冬
に
つ
い
て
は
「
解
題
」（
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編

『
笑
雲
入
明
記
』
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
二
七
～
三
二
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）　

西
田
友
広
「
嘉
靖
二
十
六
年
六
月
五
日
寧
波
府
諭
の
写
本
に
つ
い
て
」（『
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
五
七
、二
〇
一
二
年
）。

（
８
）　

牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
下
（
法
蔵
館
、
一
九
五
九
年
）
一
三
七
頁
。

（
９
）　

策
彦
周
良
が
入
明
時
に
作
成
し
た
詩
文
を
収
録
す
る
『
南
渡
集
』
の
新
井
白
石
旧

蔵
本
（
宮
内
方
書
陵
部
所
蔵
）
に
は
、
識
語
に
「
天
龍
仲
長
老
寄
贈
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。「
仲
長
老
」
は
妙
智
院
第
七
世
中
山
玄
中
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
白
石
は

『
策
彦
入
唐
雑
録
』
の
①
を
除
く
部
分
を
、
中
山
か
ら
得
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
⓾
）　

以
上
、
岡
本
真
「
目
録
か
ら
見
た
妙
智
院
旧
蔵
策
彦
周
良
入
明
関
係
史
料
」（『
中

世
政
治
社
会
論
叢
』
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
別
冊
、
二
〇
一
三
年
）。

（
⓫
）　
「
解
題
」（
前
掲
注
（
６
））
三
二
八
～
三
二
九
頁
。

（
⓬
）　

明
遠
館
叢
書
と
し
て
本
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
松
田
本
生
の
所
蔵

本
を
益
堂
が
譲
り
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
蔵
書
印
は
、
堀
田
益
堂
の
も
の
が

一
丁
表
の
右
下
に
捺
さ
れ
、
そ
の
左
隣
に
松
田
本
生
の
も
の
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
明
遠
館
叢
書
は
松
田
を
経
て
、
国
会
図
書
館
所
蔵
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
『
甘
雨
亭
叢
書
別
集
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
序
に
よ
る
と
、
明
遠
館
叢

（
㉙
）
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書
一
〇
〇
余
巻
は
堀
田
益
堂
か
ら
板
倉
勝
明
に
付
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
堀
田
か
ら

松
田
へ
直
接
至
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
⓭
）　
『
下
野
佐
野
堀
田
家
譜
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
）。

（
⓮
）　

影
山
輝
國
「
ま
だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
四
）」（『
実
践
国
文
学
』
八
四
―
七
、

二
〇
一
三
年
）
注
⓰
。

（
⓯
）　

須
田
牧
子
「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
解
説
」（
中
島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
『
東

ア
ジ
ア
海
域
叢
書
⑪
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
⓰
）　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
は
「
益
堂
蔵
書
」
印
の
あ
る
『
釈
笑
雲
入
明
記
』
が
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
益
堂
の
手
元
に
も
こ
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
⓱
）　

な
お
、
牧
田
諦
亮
氏
の
翻
刻
で
は
、「
義
」
以
下
の
文
字
が
脱
落
し
、『
大
日
本
仏

教
全
書
』
は
、
こ
の
日
の
記
事
を
欠
い
て
い
る
。

（
⓲
）　
『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
八
年
八
月
一
五
日
条
に
駱
邦
翰
な
る
人
物
と
一
二
年
ぶ
り
に
面

会
し
た
旨
が
見
え
る
（
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
前
掲
注（
３
）

書
）
一
六
三
頁
、
岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
明
国
諸
士
送
行
』」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、二
〇
一
三
年
）
二
四
二
頁
）。
ま
た
、

蕭
一
観
と
い
う
牙
行
と
も
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た（
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ「
天
文
八
年
の「
大

内
氏
」
日
本
使
節
と
そ
の
貿
易
活
動
」（
鹿
毛
敏
夫
編
『
大
内
と
大
友
』
勉
誠
出
版
）

四
五
六
頁
）。

（
⓳
）　

こ
こ
で
い
う
「
返
牒
」
が
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
五
月
七
日
に
は
明
皇

帝
か
ら
の
返
書
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
と
は
別
物
で
あ
る
。

（
⓴
）　

栢
原
昌
三
前
掲
注
（
４
）
論
文
、
小
葉
田
淳
前
掲
注
（
３
）
論
文
参
照
。

（
㉑
）　

須
田
牧
子
「
笑
雲
入
明
記
」（
村
井
章
介
他
編
『
日
明
関
係
史
研
究
入
門
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
五
年
）。

（
㉒
）　
『
再
渡
集
』
は
山
東
省
の
南
城
水
馬
駅
を
出
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
帰
路
の

杭
州
の
記
事
は
な
い
。

（
㉓
）　
『
明
世
宗
実
録
』
嘉
靖
二
八
年
三
月
丁
亥
条
。

（
㉔
）　

な
お
、『
再
渡
集
』
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
朱
字
で
標
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
北
京
滞
在
の
事
柄
に
関
し
て
は
、「
二
番
渡
唐
」の
記
事
に
見
え
る
も
の
が
多
い
。

（
㉕
）　

な
お
栢
原
氏
は
、（
策
彦
周
良
で
は
な
く
）
別
人
の
手
に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て

い
る
が
（
栢
原
昌
三
前
掲
注
（
４
）
論
文
）、「
二
番
渡
唐
」
の
嘉
靖
二
八
年
五
月

二
九
日
・
七
月
晦
日
条
に
正
使
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
「
予
」
と
書
い
て
い
る
箇
所
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
も
、
筆
記
者
は
策
彦
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

（
㉖
）　

大
内
氏
は
天
文
八
年
度
船
の
回
賜
品
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
室
町
政
権
に
献
上
し

て
お
り
、
主
導
権
も
実
務
も
大
内
氏
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、「
日
本
国
王
」
が
使
行
に

つ
い
て
全
く
関
知
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
裏
花
押

は
、こ
の
大
内
氏
の
唐
物
献
上
を
日
記
に
書
き
残
し
た
大
館
常
興
の
花
押
と
も
異
な
っ

て
い
る
。

（
㉗
）　

栢
原
昌
三
前
掲
注
（
４
）
論
文
、
小
葉
田
淳
前
掲
注
（
３
）
論
文
。

（
㉘
）　

栢
原
昌
三
前
掲
注
（
４
）
論
文
、
小
葉
田
淳
前
掲
注
（
３
）
論
文
、
橋
本
雄
『
中

世
日
本
の
国
際
関
係
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
第
五
章
「
二
人
の
将
軍
と
外

交
権
の
分
裂
」
注
㊷
。

（
㉙
）　

以
上
、
岡
本
真
「「
堺
渡
唐
船
」
と
戦
国
期
の
遣
明
船
派
遣
」（『
史
学
雑
誌
』

一
二
四
―
四
、二
〇
一
五
年
）。

﹇
付
記
﹈　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
に
東
京
で
行
な
っ
た
輪
読
会
の
成
果
を
含
む
も
の
で
あ

る
。
会
の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。
臼
井
和
樹
、
岡
本
真
、
オ
ラ
ー
・
チ
ャ

バ
、
須
田
牧
子
、
関
周
一
、
屋
良
健
一
郎
、
米
谷
均
、
渡
邊
浩
貴
。
ま
た
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

科
研
費25770233

・16K
16902

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　

末
筆
な
が
ら
翻
刻
と
写
真
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
妙
智
院
ご
住
職
島
見
周

隆
氏
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

翻
刻

【
凡
例
】

・
文
字
は
お
お
む
ね
常
用
字
体
に
改
め
、
読
点
・
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・�
改
行
は
お
お
む
ね
原
体
を
尊
重
し
、
尊
敬
を
表
す
台
頭
・
平
出
・
闕
字
は
適
宜
存

し
た
。

・
判
読
不
能
の
文
字
は
■
で
示
し
た
。

・
校
訂
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

・�

底
本
に
は
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
本
を
用
い
た
。
写
本
も
複
数
存
在
す
る
が
、
い
ず
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れ
も
妙
智
院
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、対
校
は
省
略
し
た
。

「
策
彦
和
尚
真
蹟
、
一
番
渡
唐
、」

　
　
　
　
「
花
不
■
天
下
」

一
、
天
文
八
年
四
月
十
九
日
、
五
嶋
出
船
、

一
、
五
月
二
日
、
著
唐
嶋
温
州
云
々
、

一
、
十
五
日
、
太
唐
通
事
将
大
人
来
于
中
流
、
問
進
貢
事
、

一
、
十
六
日
、
定
海
著
、

一
、
十
七
日
、
上
岸
、
見
知
県
、

一
、
十
八
日
、
海
道
問
勘
合
幷
袁
指
揮
等
事
、
今
日
、
呈
最
初
短
書
、

一
、
廿
日
、
三
号
船
定
海
著
、

一
、
廿
二
日
、
著
寧
波
岸
、
三
艘
一
倶
、

一
、
廿
五
日
、
上
岸
、
二
号
・
三
号
、廿
七
日
上
岸
、

　
　

同
日
、
謁
海
道
老
爹
、
呈
勘
合
幷
表
文
、
畢
事
、
居
嘉
賓
堂
、

一
、
廿
九
日
、
大
監
自
杭
州
来
寧
波
、

　
　

六
月
朔
旦
、
正
使
以
下
諸
役
者
謁
大
監
幷
諸
大
人
、
自
是
以
後
切
々
呈
短
書
、

一
、
十
三
日
、
贈
引
物
於
大
監
、
同
十
六
日
、
大
監
還
引
物
、

一
、
九
月
朔
日
、
報
北
京
上
之
事
、

一
、
十
八
日
、
海
道
以
下
諸
大
人
、
於
東
庫
裡
、
問
進
貢
幷
素
卿
等
事
、

一
、
二
十
二
日
、
謁
御
史
、
問
進
貢
始
末
幷
素
卿
等
事
、

一
、�

二
十
七
日
、
御
史
以
下
諸
大
人
、
於
東
庫
裡
、
点
検
進
貢
物
、
収
朱
漆
箱
、
同

時
、
御
史
開
表
文
箱
、
其
已
後
返
之
、
正
使
携
之
上
京
、

一
、
廿
九
日
、
就
東
庫
裡
、
迎
茶
飯
、

一
、
十
月
十
七
日
、
上
京
起
身
、

一
、
廿
八
日
、
著
杭
州
、

一
、
三
月
二
日
、
北
京
著
、
居
会
同
館
、

一
、
五
日
、
鄧
・
王
二
大
通
事
来
訪
、

一
、
六
日
、
於
習
礼
亭
学
礼
、

一
、
七
日
、
朝
参
、
於
闕
左
門
茶
飯
、

一
、
八
日
、
呈
表
文
・
別
幅
於
礼
部
、

一
、
十
一
日
、
収
貢
物
於
礼
部
、

一
、
十
五
日
、
正
使
以
下
捧
自
進
物
、
同
日
、
供
別
幅
於　

宸
覧
云
々
、

一
、
十
八
日
、
迎
茶
飯
、
大
監
・
礼
部
相
伴
、

一
、
廿
六
日
、
方
大
人
来
、　

内
奏
可
然
云
々
、

一
、
四
月
八
日
、
呈
短
書
於
礼
部
、

一
、�

十
日
、
以
厳
命
、
正
・
副
以
下
諸
役
者
詣
礼
部
、
凡
被
示　

聖
旨
、
其
後
頻
呈

短
書
、

一
、
十
七
日
、
以
釣
雲
存
分
之
旨
、
呈
短
書
於
礼
部
、

一
、
廿
日
、
従
方
大
人
所
、
貨
物
之
義
不
調
由
告
示
、

一
、
廿
六
日
、
送
茶
飯
、

一
、
廿
七
日
、
朝
参
、
茶
飯
礼
謝
、

一
、
廿
八
日
、
洛
中
諸
寺
焼
香
、

一
、
五
月
朔
旦
、
朝
参
、
領
返
牒
幷
諸
人
衣
裳
、
有
茶
飯
、

一
、
二
日
、
朝
参
、
着
唐
衣
裳
、
礼
謝
、

一
、
五
日
、
依
商
従
人
愁
訴
、
呈
短
書
、

一
、
七
日
、
朝
参
、
領
返
書
幷
勘
合
、
有
茶
飯
、

一
、
九
日
、
北
京
起
身
、

一
、
廿
九
日
、
著
南
京
、

一
、
九
月
、
著
寧
波
、

一
、
五
月
廿
日
、
寧
波
起
身
、
同
六
月
廿
日
、
烏
沙
門
開
船
、

一
、
天
文
十
年
六
月
廿
六
日
、
著
五
嶋
日
嶋
、

（
端
裏
書
）

（
朱
書
）

（
一
五
三
九
）

嘉
靖
十
八
年

〔
大
〕

（
盧
蕙
）

（
袁
璡
）

（
劉
某
）

〔
太
〕（

湖
心
碩
鼎
）

〔
太
〕

〔
太
〕

〔
太
〕

（
宋
素
卿
）

十
九
年

（
鄧
壁
）（

王
縚
）

〔
太
〕

（
湖
心
碩
鼎
）

（
策
彦
周
良
）

（
雪
窓
等
越
）

七
月

嘉
靖
二
十
年
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「
策
彦
和
尚
真
蹟
、
二
番
渡
唐
、」

嘉
靖
廿
八
年
卯
月
十
八
日
、
入
京
、

廿
一
日
、
巳
刻
、
本
京
二
大
通
事
来
筆
談
、

廿
三
日
、
午
時
、
又
三
大
通
事
伝
礼
部
・
同
鴻
臚
寺
之
命
来
、
教　

朝
参
之
礼
、

廿
四
日
、
寅
刻
、
参
内
、
礼
畢
、
於
闕
左
門
茶
飯
、
次
詣
礼
部
幷
鴻
臚
寺
、

廿
五
日
、
午
時
、
以
大
通
事
温
潤
、
挙
短
書
於
礼
部
、
相
副
周
・
呉
二
通
事
、

廿
六
日
、
巳
刻
、
以
呉
通
事
、
渡　

表
文
於
礼
部
、

廿
七�

日
、
天
官
聞
大
人
之
第
六
子
来
臨
、
其
手
下
人
、
以
密
々
、
与
呉
通
事
談
箱
料

等
之
事
云
々
、

廿
八
日
、
巳
刻
、
以
伴
送
官
幷
二
大
通
事
、
渡
勘
合
底
簿
於
礼
部
、

五
月
一
日
、
午
後
、
主
客
司
幷
主
事
、
以
紙
牌
、
詰
余
多
人
船
・
勘
合
底
簿
等
之
事
、

二
日
、
午
時
、
价
主
事
、
呈
短
書
於
礼
部
、
主
事
雖
雨
中
詣
礼
部
、

三
日�

、
巳
刻
、
遣
周
・
呉
二
通
事
於
主
事
、
問
昨
日
短
書
相
達
否
之
事
、
主
事
懇
切
、

答
以
礼
部
領
納
之
旨
、
主
事
又
乞
昨
日
短
書
一
本
、

四
日�

、
早
旦
、
同
列
各
詣
主
事
、
述
短
書
挙
達
之
礼
謝
、
申
刻
、
主
客
司
以
紙
牌

来
六
日
可
収　

進
貢
物
之
旨
、

六
日�

、
巳
刻
、
納　

進
貢
物
於
礼
部
之
所
、
主
客
司
転
挙
三
伴
送
官
幷
周
・
呉
二
通

事
護　

進
貢
物
、
詣
礼
部
、
相
副
門
司
日
向
守
方
・
御
郷
源
三
方
、

廿
日
、
午
時
、
主
事
示
今
日
馬
腦
備　

宸
覧
之
旨
、

廿
三
日
、
午
後
、
礼
部
召
呉
通
事
、
問
迎
茶
飯
之
旧
式
、

廿
五
日
、
下
程
、

廿
六�

日
、
五
更
、
参
内
、
謝
下
程
、
午
後
、
以
呉
通
事
、
献
硯
箱
・
扇
等
於
主
客

司
、
々
々
々
堅
辞
退
、
告
可
下
百
人
之
衣
裳
之
由
、
同
列
衆
評
、
衣
裳
欠
缺
、

失
旧
例
之
条
、
明
日
茶
飯
不
可
出
頭
之
由
、
以
周
・
呉
二
通
事
、
稟
訴
于
主

事
、
々
々
種
々
異
見
、
各
以
遠
慮
、
談
出
頭
、

廿
七
日
、
就
会
同
館
迎
茶
館
、
大
々
監
・
国
公
出
迎
、

廿
八
日
、
寅
刻
、
朝
参
、
謝
昨
日
茶
飯
、

廿
九
日
、
巳
刻
、
予
・
副
使
・
釣
雲
、
率
周
・
呉
二
通
事
、
詣
礼
部
、
直
呈
短
書
、

礼
部
出
迎
、
勘
合
・
衣
裳
等
之
事
、
再
往
再
返
、
直
訴
数
刻
、
礼
部
諭
以
再
討
較
方

便
之
由
、

六
月
十
四
日
、
礼
部
以　

太
子
崩
御
之
事
、
他
適
滞
留
、

廿
二
日
、
礼
部
帰
第
、

七
月
三
日
、
巳
刻
、
周
・
呉
二
通
事
詣
礼
部
、
還
報
以
貢
回
之
時
節
、

七
日
、
主
事
以
父
喪
還
郷
里
、

八
日
、
午
後
、
新
主
事
交
代
、
同
列
各
拝
謁
、

十
二
日
、
午
時
、
就
新
勘
合
之
義
、
以
周
・
呉
二
通
事
、
呈
短
書
於
主
事
、

十
七
日
、
呈
短
書
於
礼
部
、
同
新
勘
合
等
之
事
也
、

十
九�

日
、
礼
部
喚
周
・
呉
二
通
事
、
預
告
可
下
衣
裳
之
事
、
又
礼
部
、
以
主
客
司
、

示
可
出
新
勘
合
一
道
之
旨
、

廿
一�

日
、
参
内
、
領
返
朝
物
幷
衣
裳
、
主
事
證
明
、
只
勘
渡
百
人
分
之
衣
裳
、
於
是
、

同
列
、
以
周
・
呉
二
通
事
、
再
三
直
訴
在
寧
波
五
百
余
人
之
衣
裳
欠
了
之
旨
、

主
事
答
以
粗
於
杭
州
可
被
下
之
由
、

廿
二
日
、
謝
賞
賜
、

廿
四
日
、
主
事
来
臨
、
又
差
千
戸
三
人
、
査
検
易
買
之
事
、
至
廿
五
日
・
廿
六
日
、

廿
七
日
、
辰
刻
、
就
会
同
館
送
茶
飯
、

廿
八�
日
、
寅
刻
、
参
内
、
謝
昨
日
之
茶
飯
、
巳
刻
、
城
中
諸
寺
参
詣
、

晦
日
、
寅
刻
、
参
内
乞
暇
、

　
　

巳
刻
、
予
幷
副
使
、
率
周
・
呉
二
通
事
、
自
午
門
之
東
角
、
歴
長
廊
、
入
左
順
門
、

　
　

於
是
、
太
々
監
・
翰
林
院
自
文
華
殿
出
、
被
渡

　

勅�

書
弐
道
於
予
、
又
於
闕
左
門
茶
飯
、
次
詣
礼
部
、
々
々
喚
周
・
呉
二
通
事
、
再

三
面
諭
、同
列
亦
再
三
愁
訴
、及
来
進
貢
人
船
数
等
之
事
、次
詣
主
客
司
、々
々
々

（
端
裏
書
）

（
一
五
四
九
）

（
温
潤
・
胡
淓
・
褚
效
良
・
楊
宗
仲
の
う
ち
二
人
）

（
周
文
苑
）

（
呉
栄
）

（
吏
部
尚
書
）

（
聞
淵
）

示

（
蒋
文
萃
・
李
寔
・
周
世
賢
）

〔
瑪
瑙
〕

〔
飯
〕
〔
太
〕

（
策
彦
周
良
）

（
竺
裔
寿
文
） （

雪
窓
等
越
）
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被
渡
礼
部
箚
付
幷
新
勘
合
壱
道
、

八
月
九
日
、
北
京
起
身
、
晩
景
、
着
張
家
湾
、


